






































































































































スとして位置づけられた。その後 10 年あまりで 20
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【やりがい】 《葛藤》 ケース数 経過年数 休職辞職ケース数 ケース数
休職辞職
ケース数
パターン１ 有 無 19






パターン２ 有 有 ３ ０年 / ３ １ ９ ２
パターン３ 有 有→無 ２ ０年 / １無 / １ １ １ １
パターン４ 有→無 （無→）有 １ ０年 / １無 / １ １ ３ １









１ 障害に対する認識（自身） 認めている 認めている
２ 障害に対する認識（周囲） 理解 / 仲間の理解 / 権利擁護運動 差別・偏見がない / 理解がある
３ 障害の開示
自己開示 / 他者へ語る / 講演会等 /
リカバリーストーリーの語り
自己開示 / 他者へ語る / 講演会等
４ 経験 リカバリー体験 / 経験的知識 / 経験の共有 リカバリー体験 / 経験的知識 / 経験の共有
５ 体調 / 状態の管理 − 体調 / 状態が崩れないよう気をつける
〈プロシューマーであることの諸事情〉






８ コンシューマーポジション 継続 / 利用・活用 継続 / 利用・活用
９ 役割
はっきりしている / 他職種との違いは明確 /
他職種との違いはない
はっきりした役割がある / プロシューマーならではの役割 /
新たな役割の確立 / 責任のある役割
10 責任 − 責任のある仕事 / 責任のある役割
11 価値 / 必要性 − 価値・必要性の組織化 /「個人」としての価値化
12 関係性 対等 / ピア 対等 / ピア
13 場
居心地がよい / 安心できる場（トポス）/
帰属意識 / 信頼 / 癒し
居場所 / 仲間がいる場（トポス）
14 共感 − 体験しているからこその共感










18 評価 / 効果
感謝の言葉 / プロシューマー自身の変化 /
コンシューマーの変化 / システムとしての変化
感謝の言葉 / プロシューマ自身の変化 /
コンシューマーの変化
19 変化
プロシューマー自身の変化 / コンシューマーの変化 /
システムとしての変化
プロシューマー自身の変化 / コンシューマーの変化 /
システムとしての変化
〈プロシューマーをめぐるシステム / 社会的状況に関する諸事情〉
20 雇用プロセス 明確な採用方法 / 明確な採用条件 / 一般公募 明確な採用方法 / 明確な採用条件 / 一般公募
21 プロシューマー配置人数 − 複数配置






いつでも相談 / 見守り / スーパービジョンの実施 /
グループスーパービジョンピアスーパービジョンの実施
24 研修
研修システムの構築 / プロシューマー養成研修 /
他の専門職合同研修 / 継続的スキルアップ研修



















認めたくない / 受け入れたくない / 後ろめたい気持ち /
絶望感 / セルフスティグマ
偏見 / 差別 / セルフスティグマ（内なる偏見）
２ 障害に対する認識（周囲） 専門職の無理解 / 差別 / 偏見 / 抑圧 差別 / 偏見 / 抑圧
３ 障害の開示 話したくない / 言わない 話したくない / 言わない / 開示するか否か
４ 経験 − −
５ 体調 / 状態の管理 − −
〈プロシューマーであることの諸事情〉
６ ポジション
あいまい / 不明確 / 揺れ動く / 少し違うメンバー /
少し違うスタッフ /
新たなポジションの創造（認定ピアスペシャリスト）
あいまい / 不明確 / 揺れ動く / ポジション間で切り替える /
どちらでもない居心地の悪さ
７ コンシューマーポジション 失う 失う
８ 役割
あいまい / 不明確 / 葛藤 / 混乱 / 他職種との違いあり /
他職種との違いなし
あいまい / 不明確 / 葛藤 / 混乱 / スタッフの役割期待 /
利用者の役割期待 / 自分自身の役割イメージ
９ 責任 − 責任のプレッシャー / お金のプレッシャー
10 関係性 あいまい / 不明確 / 二重関係 / 上下関係
あいまい / 不明確 / 二重関係 / 上下関係 /
バウンダリー / 社会的葛藤 / セルフスティグマ
11 場 居心地が悪い 居心地が悪い
12 気持ち ストレス / 緊張 ストレス / 緊張 / プレッシャー / 戸惑い
13 ピアサポート 機会をもたなくなる / フォーマルなピアサポート（制度化） 機会をもたなくなる / フォーマルなピアサポート（制度化）
14 つながり フォーマルな関係しかない フォーマルな関係しかない
15 評価 / 効果 評価がない効果が分からない 評価がない効果が分からない
16 変化 変化を認識できない 変化を認識できない
17 将来（性） − 変化を認識できない
〈プロシューマーをめぐるシステム / 社会的状況に関する諸事情〉
18 雇用プロセス
不明確な採用方法 / 不明確な採用条件 /
ピックアップ
不明確な採用方法 / 不明確な採用条件 /
雇用主からの声かけ / 利用者へのあいまいな説明
19 プロシューマー配置人数 − 一人配置
20 給料 − 生計が立てられない / 増えたプレッシャー
21 スーパービジョン 体制がない / 提供されていない 体制がない / 提供されていない
22 研修 制度化されている / 制度化されていない 体制がない / 提供されていない
23 就労スケジュール − 不定期 / 残業



















































































手（提供者 / プロバイダー・生産者 / プロデュー
サー）であり、彼らが提供（生産）しているサー
ビスおよび支援によって、金銭的対価として報酬
給与を得ている者」と定義して使用する。
